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はじめに 
 
ISO 14001:2026 の国際規格原案（DIS）は、組織が環境リスク、影響、責任を管理す
る方法において重要な一歩を踏み出しました。規格の構造は附属書SLと一貫性を
保ちつつ、DISでは気候変動への適応力、生物多様性の保護、環境パフォーマンスが
組織の持続可能性に果たす役割など、新たな国際的な優先事項を反映した変更が
導入されています.

このガイドでは、提案されたすべての変更点を条項ごとに分類し、最終的な発行に
先立ち、環境マネジメントシステム（EMS）の評価と準備に役立つ実践的な指針を提
供します。

なぜ重要なのか
 
改訂された ISO 14001 は、気候変動、自然、生態系への影響に関する世界的
な期待の高まりを反映しています。今、その変更点を理解しておくことで、利
害関係者の要求やコンプライアンス要件に事前に対応することができます。



主な変更点の条項ごとの内訳
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文言の更新、新しい要求事項はありません。
箇条1から箇条3は認証対象外のままですが、他の ISO 規格との明確 
化および整合性を高めるため、全体的に編集上の変更が加えられています。

•	 本文中において「この国際規格」から「この文書」に置き換えられました
•	 定義（箇条3）において、用語および構造の更新を反映するため、明確化が行われました
•	 単独の概念としての「リスク」という用語は削除され、「リスク及び機会」という複合用語に置き換えられました

箇条1から箇条3まで

ヒント  
EMS の文書および用語を確認してください。新しい規格に合わせて
用語を統一し、明確さと審査への対応力を確保します。



 
組織の状況
箇条4が改訂され、EMS で環境条件が明確 
に考慮されるようになりました。

製造業、物流、不動産などのエネルギー多消費型産業への投
資は、世界の二酸化炭素排出量に大きく寄与しています。二
酸化炭素排出量の削減における進展を示すことは、競争上
の差別化と長期的な成長につながります。
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主な変更点
 
 
•	� 汚染レベル、気候変動、生物多様性、生態系の健

全性などの環境条件は、外部課題として考慮し
なければなりません（4.1）

•	� 利害関係者のニーズ及び期待の理解（4.2） 
には、環境条件に関する期待が含まれ 
る場合があります

•	� 組織は、ライフサイクルの観点から、影響力およ
び影響力を行使する能力について評価しなけれ
ばなりません（4.3）

•	�  「文 書化された情報を維持する」という表現は、「文書化され
た情報として入手可能にする」に置き換えられます

箇条4

必要なこと

	� 組織の状況の分析を更新し、具体的な環境
条件を含めるようにしてください

	� 利害関係者分析を見直し、新たな環境に関
する期待を評価してください

	� EMS の適用範囲がライフサイクル視点を取
り入れていることを確認してください

	� 主要な EMS 文書を利害関係者にどのよう
に提供しているかを確認してください



リーダーシップ
第 5 条は、EMSにサステナビリティを組み
込む上でトップマネジメントの役割を強
化しています。

ISO 14001 の提案された改訂版の内容を理解し、実施するためのガイド

主な変更点
 
 
•	�  トップマネジメントは、「経営」の役割だけでなく、

関連するすべての役割を支援しなければなりま
せん（5.1）

•	� コミットメントは、「満たす」ではなく、「適合する」
に変更されました

•	� 環境パフォーマンス、生物多様性、天然資源の保
全に新たな重点が置かれるようになりました

•	� 文書は、単に「維持」されるだけでなく、「利用可
能」でなければなりません

			 

必要なこと

	� トップマネジメントが EMS におけるリー
ダーシップのより広範な範囲を確実に理
解するようにします

	� 改訂された用語やより広範な取り組みを
反映して、環境方針を更新します

	� 方針文書を社内外で明確にアクセスでき
るようにします

注目点 
 
改訂された規格では、リーダー
はコンプライアンスの管理だけ
でなく、環境文化の形成に 
主体的に取り組むこと 
が求められています。

箇条5



計画
箇条6では、特にリスクと計画策定にお
いて、最も構造的な変更がいくつか見ら
れます。
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主な変更点
 
 
•	� 6.1.1が簡略化され、その内容は 6.1.4 および 

6.1.5 に分割されました

•	� 6.1.2 では、異常状況とは別の要件として、 
潜在的な緊急事態を特定することが求めら 
れています

•	� 6.1.4（新規）は、リスク及び機会の特定に焦点を
当てています

•	� 6.1.5（旧 6.1.4 の新たに設定された箇条）は、リス
ク、側面、および適合性に対応するための計画措
置を扱っています

•	� EMS の変更を管理するための新しく 6.3 が追加
されました

			 

必要なこと

	� 計画プロセスを「特定（6.1.4）」と「実施
（6.1.5）」に分けます

	� 側面分析を更新し、潜在的な緊急事態を
含めます

	� 6.3で要求される構造化された変更管理
アプローチを導入します

	� 新しい箇条の参照を反映するように、計
画文書を見直します

注意点 
 
6.3は、 EMS関連の変更につい
て、正式な計画と管理を要求し
ています。 これは新しい 
監査可能な要求 
事項です。

箇条6



支援
箇条7の変更は、用語の標準化と文書の明確
化に重点を置いています。
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主な変更点
 
 
•	�  「コンプライアンス義務を満たす」は、7.2 および 

7.3 で「コンプライアンス義務に適合する」に変更
されました。

•	� 文書化された情報の保持または維持に関するす
べての言及は、「文書化された情報として入手可
能」と記載されるようになりました。

•	� コミュニケーションプロセスは、各自が継続的な
改善に貢献求められるようになりました（7.4）。

			 

必要なこと

	� 力量の証拠がどのように文書化されてい
るかを確認し、アクセス可能であること
を確認します

	� 内部および外部のすべての EMS コミュ
ニケーションが追跡可能かつ透明である
ことを確認します

	� プロセス記述を改訂された用語に合わ
せて調整します

箇条7



運用
箇条8では、外部プロセスの管理に関す
るより明確な要求事項が導入され、緊
急事態への準備要件が正式に定められ
ています。
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主な変更点
 
 
•	�  「外部委託プロセス」は、現在「外部から提供され

るプロセス、製品、またはサービス」と言及されて
います

•	� 運用管理におけるライフサイクルと外部影響の
重視（8.1）

•	� 緊急時対応計画（8.2）は、6.1.2 で決定された内
容に関連付けられました

•	� 文書化の表現が「文書化された情報として利用
可能」に変更されました

			 

必要なこと

	� 外部から提供されているすべてのプロセス
を特定し、管理方法を評価します

	� 緊急対応計画を見直し、最新の計画条項
が反映されていることを確認します

	� 運用文書がアクセス可能であり、一貫して
維持されていることを確認します

 
新しい文言では、請負業
者およびサプライヤーが
業務管理の範囲に明確に
含まれるようになったこと
が強調されています。

箇条8



パフォーマンス 
評価
改訂された規格では、パフォーマンス
の評価方法およびコンプライアンス
の評価方法が明確になりました。
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主な変更点
 
 
•	� 環境パフォーマンスおよび EMS の有効性の評価

が明示的に要求されるようになりました (9.1.1)

•	� 内部監査では、目的だけでなく、範囲および基準
も定義しなければなりません (9.2.2)

•	� マネジメントレビューの条項は 3 つのサブ条項 
(9.3.1 から 9.3.3) に分割されました

•	� すべての文書参照には、情報が「利用可能」であ
ることが要求されるようになりました

			 

必要なこと

	� 内部監査プロトコルを更新し、明確な目標
を含めるようにします

	� パフォーマンス評価には、数値情報ポイン
トだけでなく EMS の有効性も評価対象に
含めるようにします

	� 新しいサブ構造に従うように、経営レビュー
プロセスを見直します

箇条9



改善
箇条10は、重複を削除し、規格全体におい
て改善点をより明確に統合するために、簡
略化されました。
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主な変更点
 
 
•	 �是正措置プロセスにおいて、システム全体 

への影響と再発の可能性を明確に考慮し 
てください

•	 �継続的改善措置が、モニタリング、監査、および
レビューの結果に基づいて実施されているこ
とを文書化してください

•	 �手順書内の条項参照を新しい番号体系と整合
してください

			 

必要なこと

	� 内部監査プロトコルを更新し、明確な目標を
含めるようにします

	� パフォーマンス評価には、数値情報ポイント
だけでなく EMS の有効性も評価対象に含
めるようにします

	� 新しいサブ構造に従うように、経営レビュー
プロセスを見直します

箇条10



結論
ISO 14001:2026 国際規格原案は、環境パフォーマンス、組織の変化、
およびサステナビリティのリーダーシップ間の相互関係を強化してい
ます。多くの変更は編集上のものですが、準拠を維持し、EMS がその
目的を果たし続けるために、対応が必要な新しい要求事項やより明
確な要件がいくつか導入されています。
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改訂版に向けた準備
EMSを原案の要件に整合させる作業を進めてください。迅速に対応を開始
すれば、移行をより確実に進めることができます。

LRQAの次のステップ
お客様の移行を支援

•	 �LRQAのTransition Clubにご登録いただくと、ISO 14001、9001、45001 
に関する最新情報を定期的に受け取ることができ、EMSの改訂を支援 
する早期の知見、ツール、実践的なガイダンスにアクセスできます。

•	 �ISO 14001:2026 移行トレーニングをご検討ください。自社のチーム 
が変更内容を理解し、実施する支援をいたします。

•	 詳しくはLRQAの専門家までお問い合わせください。

https://www.lrqa.com/ja-jp/assessment-certification/iso-standards-revision/
https://www.lrqa.com/ja-jp/training/iso-14001-revision/
https://www.lrqa.com/ja-jp/contact-us/
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LRQAについて
LRQAは、審査、アドバイザリー、検査、サイバーセキュリティサービスにおける数十年にわたる比類のない専
門知識を結集した、世界有数の保証パートナーです。データ主導の洞察力を基盤として、お客様の最大のビジ
ネス課題の解決を支援しています。

150カ国以上で5,000人以上のスタッフが活動するLRQAは、受賞歴のあるコンプライアンス、サプライチェー
ン、サイバーセキュリティ、ESGの専門家が、ほぼすべての業種にわたる60,000人以上のクライアントが事業
を展開するあらゆる場所で、リスクの予測、軽減、管理を支援しています。

LRQAは、あらゆる業務において、従業員、お客様、地域社会、そして地球環境のより良い未来の実現に尽力し
ています。

お問い合わせ
詳細については、lrqa.com/ja-jp/ をご覧ください。

LRQA リミテッド 
〒220-6010 
横浜市西区みなとみらい2-3-1 
クイーンズタワーA10 階

https://www.lrqa.com/ja-jp/
https://www.google.com/maps/search/LRQA+%E3%83%AA%E3%83%9F%E3%83%86%E3%83%83%E3%83%89+%E3%80%92220-6010+%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%B8%82%E8%A5%BF%E5%8C%BA%E3%81%BF%E3%81%AA%E3%81%A8%E3%81%BF%E3%82%89%E3%81%842+3+1+%E3%82%AF%E3%82%A4%E3%83%BC%E3%83%B3%E3%82%BA%E3%82%BF%E3%83%AF%E3%83%BCa10+%E9%9A%8E/@35.4559509,139.6318853,17z?entry=s&sa=X&ved=1t%3A199789
http://www.lrqa.com/entities
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